
「ツキノワグマの出没に関する警報」及び「クマ被害防止取組強化月間」 

の継続・延長について 

 

令 和 ７ 年 1 2 月 １ 日 

岩手県環境生活部自然保護課 

 

県では、令和７年７月４日に岩手県全域に「ツキノワグマの出没に関する警報」

を発表するとともに、10 月から 11 月を「秋のクマ被害防止取組強化月間」として

取組を行っているところですが、依然としてクマの出没が見られることから、警報

及び強化月間を 12月 31日まで継続・延長します。 

今年は、山にクマのエサとなるものが少なく、クマがエサを求めて人の生活圏へ出

没しており、山においても、予期せずクマと遭遇し、被害に遭う危険性が非常に高く

なっています。 

クマの生息域は、本来、山の中ですが、最近では、山に近い集落だけでなく、山か

ら河川、道路、鉄道などを通って市街地にも出没している例もあることから、県民の

皆様には、出没情報なども確認しながら遭遇のリスクを避け、万が一遭遇した場合に

はむやみに近寄らず、安全を最優先に行動いただくようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 山林内（クマの生息域）における対策  

・事前に入山地域の出没情報や被害情報を確認する。  

・複数人で行動し、明け方、夕方の入山は避ける。  

・鈴やラジオ等の音の鳴るグッズを常に鳴らして存在をアピールする。  

・食べ残し等、エサになるものを放置しない。  

・撃退グッズ（撃退スプレー等）を携帯する。  

・クマの糞や足跡を見たら引き返す。 

○ 人里における対策  

・電気柵を設置し、クマを寄せ付けない対策をする。 

・庭先果樹は適期が来たらなるべく速やかに収穫する。 

・農地周辺のやぶを刈り払い、見通しの良い環境を整備する。 

・廃棄野菜や生ごみ、コンポストの管理を適切に行う。 

・屋外やクマが侵入できる納屋に果物、穀物、ペットフード等を保管しない。 

・家屋や倉庫などについても施錠するなど、クマを侵入させない対策をする。 

○ クマに遭遇した場合の対策  

・背を向けて走って逃げない。  

・目を離さず静かにゆっくり後退する。  

・親子グマに注意する。  

・風向きに注意して撃退スプレーを使う。  

・クマが攻撃してきたら両腕で顔や頭をカバーし、体を丸くして地面に伏せて防御する。 



１ 人身被害発生状況（令和７年 11月 12日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 過去の同時期との比較（人身被害） 

  令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和 7年度 

年間計 
件数 14 23 46 10 36 

人数 14 24 49 10 37 

11月 12日現在 
件数 14 21 43 ９ － 

人数 14 22 46 ９ － 

 

 

  



３ 出没件数 

                                  （単位：件） 

区分 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

各年度同期比（10月末） 3,144 2,515 2,100 5,158 2,678 7,608 

年度計 3,316 2,602 2,179 5,877  2,883 ― 

 

４ 岩手県の人身被害の状況について 

県 HPの下記の場所に、人身被害の状況（表形式及び地図）、出没状況を掲載しています。 

トップページ > くらし・環境 > 自然 > 野生動物 > ツキノワグマ > ツキノワグマによる人身被害状況・出 

没状況について 


